
長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
へ
（
松
浦
）

緒
言

一九

日
本
に
在
住
す
る
華
僑
に
関
す
る
総
合
的
な
歴
史
研
究
に
お
い
て
大
き
な
業
績
を
上
梓
さ
れ
た
の
は
内
田
直
作
博
士
で
あ
っ
た
。
内
田

博
士
は
『
日
本
華
僑
社
会
の
研
究
』
に
お
い
て
序
章
「
留
日
華
僑
の
人
口
と
経
済
」
、
前
編
「
江
戸
時
代
の
華
僑
団
体
」
、
後
編
「
明
治
時

代
以
降
の
華
僑
団
体
」
と
日
本
に
お
け
る
華
僑
の
史
的
研
究
を
さ
れ
、
特
に
前
編
に
お
い
て
明
治
以
降
に
お
い
て
日
本
に
在
留
し
た
華
僑

の
先
駆
と
し
、
所
謂
鎖
国
時
代
に
お
け
る
長
崎
で
の
中
国
貿
易
、
所
謂
長
崎
唐
人
貿
易
に
従
事
し
た
長
崎
来
航
の
中
国
商
人
を
華
僑
の
先

駆
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
以
降
、
日
本
の
各
地
と
り
わ
け
横
浜
、
神
戸
、
函
館
、
長
崎
な
ど
に
在
留
す
る
よ

う
に
な
っ
た
華
僑
の
ほ
と
ん
ど
は
明
治
以
降
に
お
い
て
日
本
に
渡
来
し
た
人
々
で
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
唐
人
貿
易
の
関
係
者
と
長
崎
華

僑
と
の
関
連
に
就
い
て
は
充
分
究
明
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
蒲
池
典
子
氏
は
「
明
治
初
期
の
長
崎
華
僑
」
に
お
い
て
明
治
初
期
に
長
崎
に
居
留
し
た
華
僑
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討

を
加
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
明
治
以
降
の
長
崎
の
華
僑
で
あ
っ
た
、
明
治
前
の
唐
人
貿
易
と
の
関
係
に
関
し
て
は
ほ
と

長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
ヘ

松

浦

章



見
て
み
た
い
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
陳
東
華
氏
が
「
長
崎
居
留
地
の
中
国
人
社
会
」
を
発
表
さ
れ
、
唐
館
独
占
貿
易
の
終
焉
と
長
崎
の
居
留
地
に
居
留
し

た
中
国
人
と
明
治
以
降
の
長
崎
に
お
け
る
中
国
人
社
会
そ
し
て
幕
末
明
治
初
め
に
長
崎
で
活
躍
し
た
中
国
人
と
そ
の
商
社
に
つ
い
て
長
崎

の
清
人
名
簿
を
も
と
に
考
察
さ
れ
、
初
め
て
長
崎
の
唐
人
貿
易
関
係
の
商
人
と
長
崎
華
商
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
長
崎
の
唐
人
貿
易
従
事
者
が
、
明
治
以
降
に
お
い
て
長
崎
華
僑
と
な
っ
た
事
例
を
中
心
に
、

長
崎
唐
人
貿
易
の
船
主
が
長
崎
華
商
と
な
っ
た
人
物
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
清
代
に
お
い
て
海
外
華
人

が
外
国
で
居
留
し
て
い
た
形
態
を
日
本
で
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
呼
称
し
て
い
た
か
を
、
『
華
夷
変
態
」
に
見
え
る
記
述
か
ら
見
て
み
る

こ
と
に
す
る
。
『
華
夷
変
態
』
は
、
江
戸
幕
府
が
十
七
世
紀
前
半
の
中
国
に
お
け
る
明
清
交
替
の
政
治
的
動
乱
期
に
お
け
る
危
機
感
か
ら

長
崎
に
来
航
す
る
中
国
商
人
等
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
情
報
を
収
集
し
た
も
の
で
、
長
崎
で
唐
通
事
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
江
戸
幕
府
に
報

告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
報
告
の
中
に
海
外
華
僑
の
呼
称
や
動
向
に
関
す
る
記
述
が
若
干
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
記
述
か

ら
江
戸
時
代
の
日
本
人
が
海
外
華
人
・
華
僑
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
幕
末
の
唐
人
貿
易

関
係
者
の
中
か
ら
、
明
治
以
降
の
長
崎
華
僑
に
変
質
し
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

今
日
一
般
に
呼
称
さ
れ
る
「
華
僑
」
は
「
中
国
人
、
よ
り
広
く
は
中
国
系
人
で
、
海
外
に
居
留
す
る
人
々
を
中
国
漠
語
で
包
括
的
に
総

称
し
て
「
華
僑
」
と
表
現
す
る
」
と
さ
れ
、
「
華
商
」
は
「
海
外
で
活
躍
す
る
中
国
な
い
し
中
国
系
商
人
の
こ
と
」
と
さ
れ
る
が
、
江
戸

時
代
の
日
本
で
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
ど
の
よ
う
に
呼
称
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
呼
称
の
事
例
を
『
華
夷
変
態
』

ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

日
中
史
料
に
見
る
在
外
華
人
「
住
宅
唐
人
」
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長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
へ
（
松
浦
）

0
「
貞
享
四
年
丁
卯
（
康
熙
二
十
六
、

…
…
私
共
去
年
仕
出
し
申
候
麻
六
甲
と
申
所
は
、
別
て
下
劣
成
え
び
す
國
に
て
御
座
候
、
尤
城
之
形
も
御
座
候
得
共
、
塵
相
成
事
共

に
て
御
座
候
、
人
民
も
多
は
無
御
座
候
、
住
宅
之
唐
人
は
多
く
居
申
候
、
所
々
や
か
た
は
則
麻
六
甲
人
に
て
御
座
候
得
共
、
畢
覚
は

(12) 

阿
蘭
陀
人
支
配
に
罷
成
、
…
…

0
「
貞
享
四
年
丁
卯
（
康
煕
二
十
六
、

③
麻
六
甲

②
東
浦
塞

し
て
い
た
。

0
「
延
宝
八
年
庚
申
（
康
煕
十
九
、

一
六
八

0
)
十
五
番
逼
遁
船
之
唐
人
共
申
口
」
（
七
月
十
五
日
）
に
、

(10) 

…
…
只
私
共
商
売
之
儀
は
、
所
之
逼
遁
人
、
又
は
住
宅
之
唐
人
ま
で
に
出
合
申
候
故
、
…
…

と
あ
り
、
現
在
の
タ
イ
に
相
当
す
る
逼
羅
の
貿
易
港
に
は
逼
羅
の
人
々
の
み
な
ら
ず
「
住
宅
之
唐
人
」
と
さ
れ
る
中
国
系
の
人
々
が
居
住

0
「
元
禄
四
年
辛
未
（
康
熙
三
十
、

一
六
九
一
）
六
十
九
番
東
浦
塞
船
之
唐
人
共
申
口
」
（
六
月
二
十
五
日
）
に
は
、

…
：
東
浦
塞
國
‘
:
・
:
・
只
出
産
之
物
と
て
は
、
鹿
皮
、
下
黒
砂
糖
、
う
る
し
、
ぞ
う
げ
、
す
わ
う
、
び
ん
ろ
う
じ
、
其
外
薬
種
類
、

少
々
出
申
迄
之
國
に
て
御
座
候
得
共
、
大
分
之
商
売
と
て
も
無
之
所
に
て
御
座
候
、
尤
住
宅
之
唐
人
共
は
、
千
人
余
も
有
之
候
、
役

人
も
大
方
唐
人
共
勤
役
之
者
多
御
座
候
、
米
穀
な
ど
は
成
程
下
直
に
御
座
候
。
…
…

と
あ
り
、
現
在
の
カ
ン
ボ
ジ
ャ
に
当
る
東
浦
塞
に
は
「
住
宅
之
唐
人
」
が
千
余
名
も
居
住
し
て
い
た
。

①
逼
遍

一
六
八
七
）

五
十
七
番
夏
門
船
之
唐
人
共
申
口
」
（
四
月
十
六
日
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
六
八
七
）
百
四
番
麻
六
甲
船
之
唐
人
共
申
口
」
（
七
月
十
三
日
）
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

(
-
）
『
華
夷
変
態
』
に
見
る
在
外
華
人
「
住
宅
唐
人
」



な
ど
と
あ
り
、

…
…
此
麻
六
甲
に
も
阿
蘭
陀
人
二
百
人
程
罷
居
申
候
、
小
城
有
之
、
阿
蘭
陀
人
は
城
内
に
罷
在
候
、
住
宅
唐
人
も
七
八
十
人
も
可
有

(13) 

御
座
候
、
其
外
は
則
じ
ゃ
わ
人
共
も
少
は
住
居
仕
罷
在
候
…
…

マ
レ
ー
半
島
の
マ
ラ
ッ
カ
に
当
る
麻
六
甲
に
は
「
住
宅
之
唐
人
」
が
七

0
か
ら
八

0
名
が
居
住
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。

一
六
八
七
）
百
十
五
番
大
泥
船
之
唐
人
共
申
口
」
（
八
月
七
日
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
(14) 

大
泥
と
申
國
、
夷
國
之
内
に
て
も
下
劣
之
固
に
て
、
四
季
共
に
暖
國
に
て
、
…
…
住
宅
之
唐
人
漸
四
拾
人
余
も
有
之
候
。
…
…

0
「
元
禄
三
年
庚
午
（
康
熙
二
十
九
、
一
六
九

0
)
七
十
八
番
大
泥
船
之
唐
人
共
申
口
」
（
六
月
三
十
二
日
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

…
…
大
泥
之
儀
、
元
は
爪
畦
國
之
内
に
て
御
座
候
得
ど
も
、
最
早
年
久
敷
逼
遁
之
属
国
に
罷
成
、
遍
遁
へ
貢
麗
仕
申
候
、
…
…
屋
形

在
鎮
之
所
、
則
人
之
集
り
た
る
所
に
て
御
座
候
に
、
漸
壱
弐
萬
人
に
は
過
申
間
敷
候
、
其
内
に
住
宅
之
唐
人
も
数
百
人
有
之
儀
に
御

(15) 

座
候
、
大
分
に
熱
國
成
故
、
貴
賎
共
に
年
中
裸
に
て
住
申
所
に
て
御
座
候
、
…
…

な
ど
と
あ
り
、

⑤
咬
留
巴

マ
レ
ー
半
島
の
パ
タ
ニ
に
当
る
大
泥
に
も
数
十
人
か
ら
数
百
人
の
「
住
宅
之
唐
人
」
の
居
住
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
六
九

0
)
七
十
七
番
咬
留
巴
船
之
唐
人
共
申
口
」
（
七
月
四
日
）
に
は
、

…
…
咬
留
巴
い
さ
さ
か
も
相
替
義
無
御
座
候
、
例
年
之
通
に
て
御
座
候
、
阿
蘭
陀
人
不
相
替
在
鎮
仕
罷
在
支
配
仕
候
、
船
は
所
之
番

船
共
に
大
小
弐
拾
艘
程
不
絶
往
来
仕
候
、
住
宅
之
唐
人
も
数
萬
可
有
御
座
候
、
総
じ
て
阿
蘭
陀
之
風
義
、
諸
事
共
に
隠
密
を
専
に
相

守
り
、
少
之
事
に
て
も
中
々
唐
人
方
へ
知
ら
せ
不
申
義
に
御
座
候
、
御
常
地
へ
罷
渡
り
候
船
之
員
数
さ
へ
隠
し
申
候
て
不
申
聞
候
、

(16) 

出
船
之
日
期
も
相
知
れ
不
申
候
、
…
・
:

と
あ
り
、
現
在
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
当
る
咬
留
巴
に
は
「
住
宅
之
唐
人
」
が
数
万
も
居
住
す
る
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

0
「
元
禄
三
年
庚
午
（
康
煕
二
十
九
、

0
「
貞
享
四
年
丁
卯
（
康
煕
二
十
六
、

④
大
泥

(
P
a
t
a
n
i
)
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長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
ヘ

…
…
台
湾
に
て
仕
出
し
申
候
に
て
、
…
…
只
今
は
前
廉
に
違
、
住
宅
之
唐
人
少
＜
罷
成
申
候
に
付
、
砂
糖
作
り
申
者
無
之
、
砂
糖
別

て
乏
御
座
候
。
…
・
:

と
あ
る
よ
う
に
、
台
湾
で
も
「
住
宅
之
唐
人
」
が
居
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
人
数
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
長
崎
に
来
航
し
た
唐
船
が
伝
え
た
逼
羅
、
東
浦
秦
、
麻
六
甲
、
大
泥
‘
咬
留
巴
、
台
湾
に
は
、
「
住
宅
之
唐
人
」
と

さ
れ
る
現
地
人
と
は
異
な
る
中
国
系
の
人
々
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
住
宅
之
唐
人
」
と
言
う
表
現
は
、
長

崎
の
唐
通
事
が
日
本
語
表
記
し
た
さ
い
に
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
長
崎
へ
来
航
し
た
中
国
船
主
達
も
同
様
な
表
現
を
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
住
宅
之
唐
人
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
の
具
体
例
を
「
享
保
三
年
戊
戌
（
康
煕
五
十
七
、

一
七
一
八
）
咬
留
巴
船
之
唐
人
共
申
口
」
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

私
共
船
之
儀
者
、
咬
留
巴
よ
り
仕
出
し
、
唐
人
数
三
十
八
人
、
外
に
咬
留
巴
へ
住
居
之
唐
人
二
十
三
人
、
井
咬
留
巴
人
四
人
、
都
合

六
十
五
人
乗
組
候
て
、
嘗
五
月
朔
日
彼
地
出
帆
仕
候
、
•
•
…
·
船
頭
鄭
孔
典
儀
、
井
乗
渡
り
之
船
共
に
、
今
度
初
て
渡
海
候
、
•
…
•
•
さ

て
又
船
頭
儀
は
、
本
福
建
之
内
滝
州
之
者
に
て
弐
拾
年
以
来
、
咬
留
巴
へ
住
居
仕
候
、
…
…

長
崎
で
こ
の
報
告
を
し
た
の
は
鄭
孔
典
で
あ
る
。
鄭
孔
典
は
、
咬
留
巴
か
ら
中
国
人
三
八
人
、
咬
留
巴
在
住
の
中
国
人
二
三
名
、
そ
し

て
咬
留
巴
人
四
名
の
計
六
五
名
を
鄭
孔
典
が
船
主
の
船
に
搭
乗
さ
せ
長
崎
に
来
航
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
船
主
の
鄭
孔
典
は
、
福
建
省
の

滝
州
出
身
で
あ
っ
た
。
彼
は
お
そ
ら
く
貿
易
を
生
業
と
し
て
二
十
年
以
前
に
咬
留
巴
へ
渡
り
、
咬
留
巴
に
居
住
し
て
い
た
。
鄭
孔
典
が
咬

留
巴
に
渡
っ
た
の
は
康
煕
三
十
七
年
（
元
禄
十
一
、

0
「
貞
享
五
年
戊
辰
（
康
熙
二
十
七
、

⑥
台
湾

（
松
浦
）

一
六
八
八
）
亘
―
―
十
四
番
台
湾
船
之
唐
人
共
申
D
」
（
七
月
七
日
）
に
は
、

一
六
九
八
）

の
頃
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
以
来
咬
留
巴
に
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら

三



こ
の
よ
う
に
、
海
外
居
住
の
華
人
の
例
は
、
清
代
に
な
る
と
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
例
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

碓
正
六
年
（
享
保
十
三
、
一
七
二
八
）
六
月
下
旬
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
屡
門
に
帰
帆
し
た
中
国
帆
船
か
ら
複
数
の
中
国
人
が
帰
国
し

て
い
る
。
そ
の
時
の
福
建
総
督
高
其
悼
の
薙
正
六
年
八
月
初
十
日
付
の
奏
摺
に
よ
れ
ば
、
次
の
四
名
に
つ
い
て
の
供
述
の
一
部
が
知
ら
れ

魏
勝
興
船
内
帯
回
之
黄
龍
供
、
係
龍
渓
縣
人
、
在
西
門
内
居
住
、
年
六
十
二
歳
、
有
妻
有
雨
個
児
子
、
在
咬
留
巴
十
七
年
了
、
係
在

彼
賣
茶
生
理
。

撮
朱
猜
供
、
年
五
十
二
歳
、
係
龍
渓
縣
人
、
在
南
門
外
居
住
、
有
妻
有
一
子
十
九
歳
了
、
在
咬
留
巴
十
九
年
了
、
在
彼
種
田
。

撮
韓
聘
供
、
年
六
十
二
歳
、
係
龍
渓
縣
人
、
在
北
門
保
居
住
、
有
妻
有
一
子
、
在
咬
留
巴
住
十
八
年
了
、
在
彼
種
園
。

陳
厚
供
、
年
六
十
一
歳
、
係
龍
渓
縣
人
、
在
二
十
七
都
長
州
郷
住
、
有
妻
、
有
一
子
一
孫
、
在
咬
留
巴
住
十
五
年
了
、
在
彼
賣
草
等

(18) 
因。

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
魏
勝
興
船
で
帰
国
し
た
四
名
は
も
と
も
と
福
建
省
滝
州
府
龍
渓
縣
に
居
住
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
黄
龍
は
四
五
歳
、

朱
猜
は
三
四
歳
、
韓
聘
は
四
四
歳
、
陳
厚
は
四
六
歳
の
時
に
海
外
の
咬
留
巴
即
ち
現
在
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
移
住
し
て
一
五
年
か
ら
一
八
年

間
ほ
ど
居
住
し
た
後
に
妻
子
や
あ
る
い
は
孫
ま
で
伴
っ
て
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
海
外
在
住
に
関
し
て
、
高
其
悼
は
、
「
留
住
外

洋
各
民
人
」
や
「
留
住
外
國
人
民
」
、
「
留
住
外
國
之
人
」
と
記
述
し
て
い
る
。

薙
正
六
年
(
-
七
二
八
）
九
月
二
十
五
日
付
の
浙
江
総
督
管
巡
撫
事
の
李
衛
の
奏
摺
に
は
、
海
外
在
住
の
華
人
を
、

る
。
そ
れ
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
二
）
清
代
構
案
に
見
る
海
外
華
人

れ
る
が
、
そ
れ
は
康
煕
二
十
三
年
（
貞
享
元
、

一
六
八
四
）
に
発
布
さ
れ
た
展
海
令
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

閥
西
大
學
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文
學
論
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長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
へ
（
松
浦
）

(21) 

葛
留
巴
、
呂
宋
等
虞
、
皆
西
南
洋
貨
物
馬
頭
、
従
前
留
住
之
漠
人
甚
多
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
留
住
之
漢
人
」
と
表
記
し
て
い
る
。

乾
隆
十
三
年
（
寛
延
元
、

一
七
四
八
）
四
月
二
日
付
の
閲
浙
総
督
喀
爾
吉
善
、
福
建
巡
撫
濯
思
築
の
奏
摺
に
、

黄
伯
係
滝
州
龍
渓
縣
石
尾
郷
里
居
住
、
見
有
妻
子
、
胞
叔
黄
照
前
経
任
呂
宋
甲
必
丹
、
胞
弟
黄
令
・
黄
竿
彼
時
亦
在
呂
宋
螢
商
、
今

三
人
倶
已
回
家
、
…
…
已
故
黄
紫
継
妻
鄭
氏
、
内
地
所
生
之
子
、
奥
黄
令
・
黄
竿
同
胞
兄
弟
、
康
煕
五
十
八
年
、
黄
紫
帯
往
呂
宋
、

(22) 

薙
正
四
年
由
廣
東
回
家
、
緊
妻
王
氏
、
次
年
復
往
呂
宋
、
至
今
二
十
餘
年
、
未
回
内
地
、
伊
妻
王
氏
抱
養
二
子
…
・
:

と
あ
る
よ
う
に
、
黄
伯
は
福
建
省
滝
州
府
の
龍
渓
縣
石
尾
郷
の
人
で
あ
り
、
叔
父
の
黄
照
は
は
や
く
呂
宋
に
渡
り
、
力
。
ビ
タ
ン
ま
で
に
な

る
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
も
呂
宋
で
商
人
と
な
っ
た
。
黄
伯
は
黄
紫
の
子
供
で
中
国
に
お
い
て
生
ま
れ
、
康
熙
五
十
八
年
（
一

七
一
九
）
に
父
黄
紫
と
共
に
呂
宋
に
渡
り
、
そ
の
後
、
i

維
正
四
年
(
-
七
二
六
）
に
廣
東
か
ら
入
国
し
て
郷
里
に
戻
り
妻
王
氏
を
姿
る
が
、

翌
薙
正
五
年
に
単
身
ま
た
呂
宋
に
渡
っ
て
乾
隆
十
二
年
(
-
七
四
七
）
ま
で
二
十
年
余
り
帰
国
し
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

福
建
滝
州
の
船
戸
陳
泉
が
帰
国
に
際
し
て
海
難
に
遭
遇
し
て
外
国
船
に
救
助
さ
れ
澳
門
に
送
ら
れ
、
取
り
調
べ
ら
れ
記
録
中
に
見
ら
れ

る
嘉
慶
十
四
年
（
文
化
六
、
一
八

0
九
）
八
月
の
稟
文
に
よ
れ
ば
、

具
稟
人
福
建
滝
州
府
詔
安
縣
人
船
戸
陳
泉
、
年
四
十
六
歳
。
稟
為
卸
恩
再
沐
全
恩
事
。
泉
等
原
籍
福
建
、
素
守
本
分
。
於
嘉
慶
六
年

自
置
雑
貨
由
慶
門
搭
船
帯
往
逼
羅
貿
易
、
因
賑
目
不
能
清
収
、
以
致
覇
留
久
候
。
奈
水
土
不
合
、
苦
染
成
病
、
不
已
緊
室
黄
氏
、
以

為
服
侍
之
計
、
隋
産
―
男
、
喜
有
無
恙
。
追
至
本
年
、
有
郷
親
李
康
等
亦
緊
家
室
、
倶
留
子
此
、
是
以
往
来
集
商
、
各
欲
家
春
願
帯

回
籍
、
就
懇
該
虞
地
方
官
蒙
給
大
船
一
隻
、
駕
管
而
回
。
手
七
月
十
七
日
牌
領
金
競
興
、
瞼
放
出
口
。
至
二
十
六
日
、
不
料
狂
風
駆

起
、
船
遭
破
爛
、
…
…

嘉
慶
十
四
年
八
月

(23) 

日
稟

二
五



と
、
華
僑
と
明
確
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
滝
州
府
詔
安
縣
の
船
戸
陳
泉
は
三
八
歳
の
時
、
自
前
の
船
で
夏
門
か
ら
出
帆
し
て
逼
羅
に
貿
易
に
赴
い
た
が
、
交
易
は

不
調
で
当
地
に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
健
康
を
損
な
っ
た
が
妻
黄
氏
を
迎
え
家
計
も
良
好
と
な
り
息
子
の
誕
生
を
見
た
。
嘉
慶

六
年
に
な
り
親
族
の
李
康
も
妻
を
迎
え
た
こ
と
を
契
機
に
、
遍
羅
の
大
官
に
、
大
船
の
下
賜
を
願
い
出
て
、
そ
の
船
で
帰
国
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
途
上
で
海
難
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。
陳
泉
も
船
戸
で
は
あ
っ
た
が
、
海
商
活
動
を
停
止
し
て
逼
羅
に
八
年
ほ
ど
「
留
住
」

こ
の
よ
う
な
経
験
を
持
つ
人
々
が
沿
海
部
の
福
建
や
廣
東
、
浙
江
省
に
は
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
清
末
に
な
る
と
こ
の
よ
う
な
海
外
在
住
の
華
人
は
華
僑
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
光
緒
三
十
四
年
（
明

治
四
一
、
一
九

0
八
）
二
月
十
六
日
付
の
農
工
商
部
右
侍
郎
の
楊
士
埼
の
奏
摺
に
は
、

(24) 

為
考
察
南
洋
華
僑
商
業
情
形
恭
摺
具
陳
仰
祈
聖
窒
事
、
…
…

新
加
披
幅
員
甚
小
、
農
産
亦
稀
、
自
英
人
開
埠
後
、
免
税
以
廣
招
棟
、
由
此
商
舶
雲
集
、
百
貨
匝
輸
、
遂
為
海
南
第
一
巨
埠
、
華
僑

(25) 

二
十
餘
萬
人
、
…
…

と
あ
り
、

20
世
紀
初
頭
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
す
る
華
僑
は
二

0
数
万
人
に
達
し
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

華
僑
の
中
に
は
、
清
代
以
降
に
海
外
に
渡
航
し
、
そ
の
後
に
後
裔
を
つ
く
り
そ
の
地
で
生
業
を
営
み
財
を
成
し
た
も
の
も
多
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
移
住
先
の
地
で
の
国
情
に
よ
っ
て
華
僑
の
居
住
形
態
は
千
差
万
別
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
長
崎
の
華
僑
に
は
ど
の
よ
う
な
居
住
形
態
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
述
べ
て
み
た
い
。
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長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
へ
（
松
浦
）

さ
ら
に
呉
照
の
記
事
中
に
、

同
治
九
年
十
二
月
初
一
日
（
明
治
四
年
、

一
八
七
一
年
一
月
ニ
―
日
）
付
け
の
奏
摺
で
あ
る
「
遵
議
日
本
通
商
事
宜
片
」
に
お
い
て
李

順
治
迄
嘉
・
道
年
間
、
常
輿
通
市
、
江
浙
設
官
商
額
船
、
毎
歳
赴
日
本
、
辮
銅
敷
百
萬
斤
、
咸
豊
以
後
、
瑯
匪
距
擾
、
此
事
遂
廃
、

然
蘇
浙
閲
商
民
、
往
日
本
長
崎
島
、
貿
遷
寄
居
者
、
絡
繹
不
絶
。

と
あ
る
よ
う
に
、
清
朝
前
期
よ
り
中
国
の
貿
易
船
が
日
本
の
長
崎
に
赴
い
て
日
本
産
の
銅
を
購
入
し
て
い
た
が
、
咸
豊
年
間
に
太
平
天
国

の
乱
が
起
る
と
そ
れ
ま
で
の
貿
易
形
態
が
終
焉
を
迎
え
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
、
江
蘇
、
浙
江
、
福
建
の
人
々
が
日
本
に
赴
い
て
貿
易
に

従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
端
的
に
記
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
終
焉
間
近
な
時
期
の
中
国
商
人
の
動
向
を
述
べ
て
み
た
い
。

二
七

上
海
道
台
で
あ
っ
た
呉
照
が
残
し
た
「
江
海
関
征
収
税
紗
正
款
帳
冊
」
に
見
え
る
咸
豊
十
一
年
(
-
八
六

0
)
の
記
録
に
、

咸
豊
十
年
十
一
月
間
、
撮
官
銅
局
司
事
儲
伯
芽
稟
稲
、
此
次
金
吉
利
、
察
吉
隆
両
船
運
回
官
局
洋
銅
九
萬
七
千
両
、
改
由
上
海
進
口
、

(27) 

内
有
應
檄
浙
省
洋
銅
四
萬
斤
。

と
あ
る
よ
う
に
、
咸
豊
十
年
十
一
月
、
即
ち
日
本
の
万
延
元
年
十
一
月
ま
で
に
日
本
か
ら
上
海
へ
帰
来
し
た
金
吉
利
、
察
吉
隆
の
二
船
が

日
本
銅
九
万
七
千
斤
を
持
ち
帰
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
長
崎
の
記
録
『
割
符
留
帳
』
に
よ
る
と
、
万
延
元
年
十
一
月
に
最
も
近
く
長
崎

よ
り
帰
帆
し
た
中
国
船
は
、
万
延
元
年
閏
三
月
二
十
七
日
と
七
月
四
日
に
長
崎
通
商
照
票
で
あ
る
信
牌
を
与
え
ら
れ
た
未
二
番
船
と
三
番

船
と
が
あ
る
。
こ
の
二
隻
の
い
ず
れ
か
が
金
吉
利
、
察
吉
隆
船
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

鴻
章
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

唐
船
船
主
か
ら
長
崎
華
商
ヘ



撮
官
銅
局
司
事
他
伯
券
稟
稲
、
総
商
王
元
珍
巳
子
上
年
四
月
間
、
全
家
在
蘇
殉
難
、
局
務
乏
人
主
持
、
抑
且
商
力
疲
乏
、
防
累
萬
状
、

と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
側
で
対
日
貿
易
を
指
揮
し
た
総
商
の
王
元
珍
等
は
咸
豊
十
年
（
万
延
元
年
、

の
蘇
州
侵
攻
に
よ
り
遭
難
し
た
め
清
官
府
へ
の
日
本
銅
納
入
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
つ
い
で
、
呉
照
の
記
録
に
、

況
査
咸
豊
六
年
分
、
得
賓
、
宏
豊
両
船
運
回
洋
銅
十
五
萬
斤
、
本
應
江
・
浙
両
省
分
収
、
彼
時
由
金
運
司
経
手
、
統
檄
浙
省
。
九
年

三
月
、
得
賓
船
運
回
洋
銅
十
萬
斤
、
亦
系
全
数
檄
浙
。
十
年
四
月
、
宏
豊
船
運
回
洋
銅
二
萬
五
千
斤
、
亦
子
是
年
七
月
間
、
統
解
浙

と
あ
る
咸
豊
六
年
(
-
八
五
六
）

の
得
賓
、
宏
豊
両
船
は
、
『
割
付
留
帳
」
か
ら
日
本
の
安
政
三
年
の
辰
二
番
船
、
三
番
船
の
い
ず
れ
か

で
あ
ろ
う
。
咸
豊
九
年
の
得
賓
船
は
、
安
政
五
年
の
午
一
番
船
で
あ
り
、
咸
豊
十
年
の
宏
豊
船
は
万
延
元
年
閏
三
月
二
十
七
日
に
長
崎
か

ら
帰
帆
し
た
未
二
番
船
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
入
港
船
は
無
く
、
翌
年
の
文
久
元
年
八
月
二
十
九
日
即
ち
咸
豊
十
一
年
に

(28) 

長
崎
に
入
港
し
た
船
が
繰
り
上
げ
ら
れ
て
申
一
番
船
と
な
っ
た
。
そ
し
て
同
文
久
元
年
十
一
月
十
三
日
入
港
の
船
が
酉
一
番
船
と
し
て
長

崎
の
唐
人
貿
易
の
終
焉
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
文
久
元
年
（
咸
豊
十
一
、

十
一
月
十
三
日
に
長
崎
に
入
港
し
た
酉
一
番
船
の
両
船
を
運
行
さ
せ
た
の
は
長
崎
在
留
の
程
稼
堂
で
あ
っ
た
。
彼
は
太
平
天
国
軍
の
江
南

進
出
に
よ
っ
て
故
国
に
戻
れ
ず
、
長
崎
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー
デ
イ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
の
ラ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ト
船
、
デ
ン
ト
商

(29) 

会
の
カ
ラ
イ
ミ
ヤ
船
を
雇
用
し
て
長
崎
貿
易
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
長
崎
唐
人
貿
易
の
関
係
者
の
幾
人
か
は
故
国
に
戻
ら
ず
、
あ
る
い
は
帰
国
で
き
ず
に
長
崎
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
長
崎
在
留
者
を
頼
っ
て
、
そ
の
家
族
や
関
係
者
が
長
崎
に
渡
来
す
る
こ
と
に
な
る
。

省。 所
有
在
湿
已
檄
洋
銅
、
勢
難
領
運
赴
浙
呈
緻
゜

闊
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
六
巻
第
一
号

一
八
六
一
）
八
月
二
十
九
日
に
長
崎
へ
入
港
し
た
申
一
番
船
、

一
八
六
0
)
四
月
に
は
太
平
天
国
軍

ニ
八



長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
へ
（
松
浦
）

頴

川

君

平

李

平

印⑲印

同
元
珠
同
八
歳

①
唐
船
主
鉦
春
杉
か
ら
長
崎
華
商
八
閲
會
所
総
理
鉦
春
杉
ヘ

文
久
元
年
（
咸
豊
十
一
、
一
八
六
一
）
四
月
の
「
嘗
節
陳
志
祥
家
族
共
渡
来
致
し
暫
館
内
二
滞
留
被
仰
付
度
願
和
解
」
に
よ
れ
ば
、

以
書
付
申
上
候
者
ハ
、
紐
氏
船
主
鉦
春
杉
二
て
御
座
居
被
仰
上
被
下
度
願
候
事
、
然
者
本
船
工
社
陳
志
祥
家
族
共
、
此
節
唐
國
賊
徒

蜂
起
致
し
近
来
弥
増
長
二
及
ひ
密
々
安
居
難
出
来
不
得
止
事
本
陳
志
祥
を
慕
ひ
逃
渡
暫
く
慶
源
豊
琥
二
借
住
い
致
し
店
を
得
共
、
同

所
を
商
売
場
所
に
て
種
々
不
便
之
儀
も
有
之
候
間
、
館
内
二
同
店
居
致
度
候
陳
志
祥
よ
り
毎
二
歎
願
ヲ
出
候
二
付
、
此
段
事
願
候
何

卒
左
之
人
数
入
館
之
儀
御
許
容
被
成
下
候
ハ
ハ
陳
志
祥
儀
者
不
及
申
上
一
統
難
有
仕
合
事
存
候
、
此
段
年
番

通
事
宛
迄
申
入
候
条
。

年
行
公
大
人
よ
り

同
三
官

文
久
元
年
酉
四
月

紐
氏
船
主
紐
春
杉

右
書
付
之
通
和
解
差
上
申
候
以
上

倅
二
官

同
拾
六
歳

同
拾
参
歳

妻
彰
氏
年
参
拾
六
歳

覚

御
奉
行
所
へ
被
仰
上
願
通
御
許
容
被
成
下
候
ハ
ハ
難
有
事
存
候

二
九



と
あ
り
、
紐
春
杉
が
彼
の
船
の
下
級
船
員
の
エ
社
で
あ
っ
た
陳
志
祥
等
家
族
の
長
崎
に
お
け
る
滞
在
許
可
を
求
め
る
た
め
に
長
崎
奉
行
所

『
割
符
留
帳
」

の
記
録
の
最
終
部
に
文
久
元
年
八
月
八
日
付
に
て
長
崎
奉
行
が
給
牌
し
た
貿
易
商
入
と
し
て
紐
春
杉
の
名
が
見
ら
れ
る
。

未
戴
番
船
主
在
館
紐
春
杉
上
海
丙
午
年
、
壼
年
限
之
割
符
相
渡
候
。
割
符
文
言
前
二
同
シ
但
午
年
定
数
之
内
、
上
海
壼
艘
、
積
銀
高

九
拾
五
貰
目

文
久
元
年
酉
八
月
八
日

右
之
割
符
午
年
入
津
可
仕
筈
之
紐
春
杉
、
今
日
於
御
役
所
、
就
被
遊
御
渡
候
、
私
共
罷
出
申
候

(31) 

（
以
下
通
事
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
文
久
元
年
八
月
八
日
(
-
八
六
一
年
九
月
―
二
日
）
付
け
に
て
、
唐
通
事
が
立
ち
会
い
の
下
に
長
崎
奉
行
所
で
信
牌
を

給
与
さ
れ
た
紐
春
杉
は
上
海
よ
り
長
崎
に
来
航
す
る
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
海
と
し
て
給
牌
さ
れ
た
の
は
、
安
政
四
年
八
月
晦
日
の

巳
二
番
船
、
巳
三
番
船
、
万
延
元
年
閏
三
月
二
十
七
日
の
未
二
番
船
、
同
七
月
四
日
の
未
三
番
船
と
文
久
年
八
月
八
日
の
未
二
番
船
の
六

(32) 
隻

に

限

定

さ

れ

る

給

牌

で

あ

る

。

丙

午

年

は

弘

化

三

年

、

道

光

二

十

六

年

、

一

年

一

0
隻
の
来
航
数
と
長
崎

奉
行
が
決
め
た
定
数
が
、
天
保
二
年
（
道
光
十
一
、

よ
っ
て
い
た
た
め
十
数
年
の
間
に
実
際
に
は
定
数
を
下
回
る
船
の
来
航
し
か
見
ら
れ
ず
、
実
情
に
応
じ
て
給
牌
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
差

が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
文
久
年
八
月
八
日
の
未
二
番
船
の
信
牌
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

文
久
元
年
（
咸
豊
十
一
、

一
八
三
一
）
頃
よ
り
一

0
隻
以
下
に
減
船
し
て
い
た
。
し
か
し
、
給
牌
敷
は
定
数
に

一
八
六
一
）
十
一
月
付
け
の
長
崎
奉
行
高
橋
美
作
守
和
貫
へ
の
上
申
書
に
は
、

長
崎
表
在
留
罷
候
唐
船
主
鉦
春
杉
之
工
社
陳
志
詳
家
族
四
人
、
同
船
主
程
稼
堂
之
総
代
部
増
弟
家
族
男
女
十
一
人
、
同
船
主
楊
少
棠

家
族
四
人
、
同
船
主
紐
春
杉
之
工
社
陳
英
家
族
男
女
七
人
、
追
々
亜
米
利
加
船
•
英
吉
利
船
に
て
便
乞
渡
来
仕
候
二
付
、
入
館
之
儀
、

船
主
共
よ
り
願
出
候
間
、
相
乳
候
処
、
何
れ
も
唐
園
賊
乱
末
静
謳
不
相
成
二
付
、
親
族
を
慕
ひ
嘗
港
迄
罷
越
候
二
て
、
事
実
進
退
相

ヘ
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。

頴
川
豊
十
郎

印

闘
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
六
巻
第
一
号

一
八
四
六
年
に
当
た
る
が
、

三
〇



長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
へ
（
松
浦
）

館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
従
明
治
元
年
至
同
二
年

一
方
之
活
路
を
求
め
遥
か
に
渡
来
仕
り
入
館
願
立
候
段
者
、
無
余
儀
仕
第
に
相
聞
え
、
尤
嘗
三
月
中
申
上
置
候
唐
船
主
鉦
春

杉
弟
嫁
其
外
之
者
同
様
之
事
柄
二
て
渡
来
仕
候
節
、
入
館
為
仕
候
振
合
も
有
之
候
間
、
此
度
も
承
届
入
館
為
仕
置
候
申
候
、
依
之
船

(33) 

主
共
差
出
候
願
書
和
解
四
通
相
添
、
有
馬
帯
刀
申
談
此
段
申
上
置
候
以
上
。

と
あ
り
、
太
平
天
国
の
勢
力
拡
大
に
よ
り
上
海
周
辺
を
除
く
江
南
地
域
が
ほ
ぼ
制
圧
さ
れ
て
い
た
た
め
、
長
崎
貿
易
関
係
者
や
そ
の
家
族

が
日
本
に
渡
来
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
殆
ど
が
、
幕
末
期
の
長
崎
の
唐
人
貿
易
に
関
係
し
、
長
崎
に
在
留
し
て
い
た
中
国
船
主

等
を
頼
っ
て
で
あ
っ
た
。

一
八
六
二
）
三
月
の
「
長
崎
在
館
支
那
人
紐
春
杉
申
出
候
書
付
写
」
に
よ
れ
ば
、

以
書
付
申
上
候
者
は
在
館
船
有
紐
春
杉
に
て
御
座
居
被
仰
上
被
下
度
願
候
、
然
者
唐
國
乱
未
た
静
謡
に
相
成
不
申
、
何
れ
も
所
々
へ

逃
避
仕
候
得
共
、
安
寧
の
土
地
無
之
不
得
止
事
、
嘗
今
親
族
呉
細
弟
の
家
族
共
私
を
慕
ひ
英
の
十
番
カ
ウ
イ
シ
ャ
船
へ
便
乞
渡
来
仕

候
に
付
、
何
卒
格
別
の
思
召
を
以
、
左
の
通
暫
館
内
に
滞
留
の
義
御
免
被
成
下
候
様
強
て
奉
願
候
、
尤
彼
地
都
合
次
第
婦
唐
為
仕
度

奉
願
候
、
此
段
年
番
通
事
衆
迄
申
上
候
條
、
年
行
大
人
よ
り
御
奉
行
所
へ
被
仰
上
願
の
通
御
許
容
被
成
下
候
は
は
、
御
蔭
を
以
安
居

仕
候
、
御
仁
恩
の
程
重
畳
奉
感
激
候
。

在
館
船
主

在
館
船
主

と
あ
り
、
紐
春
杉
の
親
族
で
あ
る
呉
細
弟
の
家
族
が
長
崎
へ
渡
来
し
て
、
唐
館
内
で
居
住
す
る
こ
と
を
長
崎
奉
行
に
懇
請
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
長
崎
奉
行
に
長
崎
在
留
を
願
い
出
た
紐
春
杉
は
、
長
崎
在
留
者
の
代
表
者
と
し
て
見
ら
れ
る
。
そ
の
事
例
は
、
長
崎
県
立
図
書

(35) 

支
那
人
往
復
」
に
は
「
在
館
公
司

外
務
課
事
務
簿

あ
り
、
鉦
春
杉
と
鄭
仁
珍
と
両
名
の
名
は
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
長
崎
の
記
録
に
見
え
る
。

紐
春
杉

鉗
春
杉

外
家
属
拾
人(34) 

外
家
属
九
人

さ
ら
に
、
文
久
二
年
（
同
治
元
、

究
り
、

紐
春
杉

同
総
管

鄭
仁
珍
」
と



「
明
治
三
年

留
し
て
お
り
、
明
治
元
年
（
同
治
七
、

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
し
か
も
在
留
中
国
人
の
代
表
的
な
地
位
に
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
、
代
表
者
と
な
る
紐
春
杉
に
つ
い
て
既
に
船
主
と
あ
る
よ
う
に
、
長
崎
貿
易
の
経
験
者
で
あ
っ
た
。
彼
が
記
録
の
上
で
長
崎

貿
易
の
最
初
に
見
ら
れ
る
の
が
、
弘
化
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
弘
化
二
年
（
道
光
二
十
五
、

し
た
中
国
か
ら
の
貿
易
船
は
こ
の
年
の
最
初
の
来
航
船
で
あ
っ
た
の
で
一
番
に
番
立
さ
れ
巳
一
番
船
と
な
っ
た
。
こ
の
巳
一
番
船
の
財
副

に
鉦
春
杉
が
い
た
。
そ
の
後
、
弘
化
三
年
午
三
番
船
の
財
副
、
弘
化
四
年
午
七
番
船
の
財
副
、
嘉
永
三
年
戌
三
番
船
の
財
副
、
嘉
永
五
年

の
子
一
番
船
脇
船
主
、
同
年
の
子
五
番
船
の
脇
船
主
、
安
政
三
年
辰
一
番
船
の
脇
船
主
、
安
政
四
年
の
巳
三
番
船
の
脇
船
主
、
安
政
六
年

の
未
一
番
船
の
脇
船
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
経
過
は
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

鉦
春
杉
は
弘
化
二
年
（
道
光
二
十
五
、

一
八
五
九
）
ま
で
十
五
年
の
間
に
九
回
も
長
崎
に
来

航
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
長
崎
へ
の
中
国
商
船
、
所
謂
唐
船
に
よ
る
貿
易
が
途
絶
え
て
以
降
の
こ
と
は
、
長
崎
の
記
録

か
ら
紐
春
杉
は
長
崎
に
在
留
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(38) 

「
唐
館
新
地
虞
分
書
類
」
に
は
、

辰
三
月

と
あ
る
。
辰
は
戊
辰
年
す
な
わ
ち
慶
応
四
年
、
明
治
元
年
に
あ
た
り
、
中
国
の
同
治
七
年
、
西
暦
一
八
六
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
鉦
春
杉

前
在
留
船
主
程
稼
堂

唐

館

公

司

紐

春

杉

一
八
四
五
）
よ
り
安
政
六
年
（
咸
豊
六
、

一
八
四
五
）
十
二
月
十
一
日
に
長
崎
に
入
港

一
八
六
八
）
を
経
て
同
七
年
（
同
治
十
三
、

一
八
七
四
）
ま
で
一
四
年
間
は
長
崎
に
在
留
し
て
い

鉗
春
杉
は
、
少
な
く
と
も
文
久
元
年
（
咸
豊
十
一
、

たん、、声
｛す

支
那
従
民
諸
願
届
」
に
は
「
八
閤
會
所
総
理

外
務
課
事
務
簿

一
八
六
一
）
八
月
八
日
付
の
給
牌
に
は
「
在
館
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
に
駐

清
國
人
往
復
」
に
は
「
八
闘
會
所
総
理

(37) 

紐
春
杉
」
と
あ
る
。

閥
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
六
巻
第
一
号

鉦
春
杉
鄭
仁
瑞
」
と
あ
り
、
「
明
治
七
年

外
務
課
事
務



長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
へ
（
松
浦
）

と
あ
る
よ
う
に
、
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
四
月
の
時
点
で
、
鉦
春
杉
は
長
崎
の
旧
唐
人
屋
敷
内
に
居
住
し
て
い
た
。
彼
は
五
七
歳
で
あ

り
息
子
の
鉦
延
生
十
七
歳
、
彼
の
弟
の
妻
孫
氏
三
九
歳
、
彼
の
妹
紐
保
貞
四
十
歳
、
そ
し
て
元
唐
船
の
財
副
で
あ
っ
た
陳
舟
逸
三
六
歳
と

召
使
い
の
呉
徳
順
四
八
歳
の
計
六
名
の
世
帯
で
長
崎
の
唐
館
に
居
住
し
て
い
た
。

天
保
十
一
年
（
道
光
二
十
、

こ
の
う
ち
陳
舟
逸
は
既
に
長
崎
来
航
が
確
認
で
き
る
人
物
で
あ
る
。
彼
の
来
航
を
確
認
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
八
四
0
)
十
二
月
二
日
に
長
崎
に
入
港
し
た
子
一
番
船
の
財
福
で
船
主
は
沈
転
穀
で
あ
っ
た
。
次
は
天

保
十
三
年
（
道
光
二
十
二
、

四
年
（
道
光
二
十
三
、

一
八
四
三
）
は
十
二
月
三
日
に
入
港
し
た
卯
五
番
船
の
財
副
で
、
船
主
は
在
留
船
主
の
王
雲
帆
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
航
海
中
は
陳
舟
逸
が
乗
船
し
指
揮
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
嘉
永
二
年
（
道
光
二
十
九
、

一
番
船
の
脇
船
主
と
な
り
、
船
王
は
在
留
船
主
の
程
稼
堂
で
あ
っ
た
。
嘉
永
二
年
十
二
月
二
十
六
日
に
入
港
し
た
酉
六
番
船
の
脇
船
主
で
、

壱
番

蘇
州
人

一
八
四
二
）
十
二
月
十
七
日
に
長
崎
に
入
港
し
た
寅
三
番
船
の
財
副
で
船
主
は
顧
子
英
で
あ
っ
た
。
天
保
十

召
使

メ 呉
徳
順

四
十
八
歳

一
八
四
九
）
正
月
二
十
三
日
に
入
港
し
た
酉

冗
財
副
陳
舟
逸

三
十
六
歳

同
弟
妻

同
妹

鉦
保
貞

四
十
歳

鉦
孫
氏

三
十
九
歳

春
杉
倅

紐
延
生

十
七
歳

紐
春
杉

五
拾
七
歳

「
慶
応
四
年

三

在
館
唐
人
男
女
名
前
帳
辰
四
月
改
」
に
よ
れ
ば
紐
春
杉
の
長
崎
在
留
の
状
況
が
知
ら
れ
る
。

は
、
こ
の
時
に
は
唐
館
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。



廣

隆

琥

徐

勝

昌

大

浦

福

建

邦

巾

泰

昌

琥

黄

信

侯

江
浙
邦
巾
唐
館
公
司
紐
春
杉

成

記

琥

張

徳

澄

寧
波
幣
久
記
琥
虞
薔
サ
奄

東

和

琥

梁

甍

君

長
務
源
琥
林
雲
逹

廣
東
幣
廣
聯
興
競
唐
譲
臣

〇
慶
応
四
年
辰
九
月

〇
慶
応
四
年
辰
十
月

前

在

留

公

司

程

稼

堂

同

総

管

鄭

仁

瑞

前
局
在
留
船
主
程
稼
堂

船
主
は
鉦
心
園
で
あ
っ
た
。
紐
心
園
は
鉦
春
杉
と
同
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
紐
春
杉
の
一
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
嘉
永
三
年
（
道
光

(39) 

三
十
、
一
八
五

0
)
十
二
月
二
十
日
に
入
港
し
た
戌
二
番
船
は
彼
が
船
主
と
な
り
脇
船
主
に
錢
少
虎
が
い
る
。
陳
舟
逸
は
慶
応
四
年
（
一

八
六
八
）
が
三
六
歳
で
あ
る
な
ら
ば
、
天
保
十
一
年
(
-
八
四

0
)
に
は
十
歳
で
あ
っ
て
、
そ
の
歳
で
財
福
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
の
鉦
春
杉
の
長
崎
在
留
の
状
況
を
見
て
み
た
い
。
長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵
の
「
従
明
治
元
年
至
同
二
年

(40) 

那
人
往
復
」
に
在
留
中
国
人
の
関
係
書
類
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
代
表
者
名
を
時
間
を
追
っ
て
そ
の
名
の
み
を
列
記
す
る
と

〇
慶
応
四
年
辰
七
月

闊
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
六
巻
第
一
号

外
務
課
事
務
簿

三
四

支



長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
へ
（
松
浦
）

0
明
治
二
年
已
正
月

日

裕
豊
琥

徳
泰
琥

博
池
水

黄
汝
芳

廣
隆
競
徐
勝
昌

泰
昌
琥
黄
信
侯

総

管

鄭

仁

瑞

公

司

鉦

春

杉

〇
慶
応
四
年
辰
十
二
月
二
十
八
日
総
管
鄭
仁
瑞

〇
慶
応
四
年
辰
十
二
月
念
六
日
在
館
総
管
鄭
仁
瑞

〇
慶
応
四
年
辰
十
二
月
初
六
日
唐
商
公
司

〇
慶
応
四
年
辰
十
一
月

在
館
公
司

増

廣

東

帯

廣

裕

隆

跳

凋
錦
如
紐
春
杉

程
稼
堂

安

徽

帯

商

客

注

旭

初

裕

興

琥

蘇

福

星

永

豊

琥

黄

履

祥

振

豊

琥

李

而

康

新

地

福

建

幣

裕

源

琥

裕
豊
琥

徳
泰
琥

博
池
水

黄
汝
芳

林
慨
使

三
五



0
明
治
二
年
巳
十
一
月

と
あ
る
。
慶
応
四
年
は
戊
辰
年
で
あ
り
九
月
八
日
に
明
治
元
年
と
改
元
し
た
た
め
、
改
元
の
こ
と
を
知
ら
な
い
在
留
中
国
人
は
、
十
月
か

仁
記
琥

裕
興
琥

長
源
琥

李
批
記

振
豊
琥

建
興
琥

振
茂
競

協
興
琥

廣
隆
琥

益
隆
琥 鄭
仁
瑞

永
豊
琥

八
間
會
所
総
理

黄
履
祥

紐
春
杉

裕
興
琥
蘇
亦
紡

振
豊
琥
李
而
康

裕
源
琥
郭
純
九

開
西
大
學
『
文
學
論
集
」
第
五
十
六
巻
第
一
号

三
六



あ
る
。

長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
へ
（
松
浦
）

〇
巳
六
月
十
二
日

〇
巳
五
月
総
管

鄭
仁
瑞

程
稼
堂

〇
巳
四
月
在
館
公
司

〇
巳
四
月
総
管

〇

已

四

月

公

司

鉦

春

杉

と
あ
り
、
さ
ら
に
同
書
類
に
は
、

印

嶺
南
會
所
濯
勉
敬
篇

「
唐
館
新
地
虞
分
書
類
」
に
は
在
留
者
が
自
身
の
保
護
と
便
宜
を
計
る
た
め
八
閲
會
所
の
設
立
を
図
っ
た
申
請
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。

謹
啓
者
、
所
議
設
立
八
間
會
所
子
唐
館
内
二
十
二
番
聖
人
館
旧
基
、
令
欲
改
建
修
理
業
、
已
佑
債
講
定
、
祈
稟
官
事
、
術
門
頭
目
委

員
、
到
彼
丈
量
基
址
、
定
徴
地
租
、
以
便
開
エ
、
特
此
上

巳
三
月

と
あ
り
、
八
閾
會
所
を
旧
唐
人
屋
敷
跡
地
に
設
立
す
る
こ
と
を
も
と
め
た
。
こ
の
動
き
に
廣
東
系
の
人
々
も
追
随
し
た
よ
う
で
、

己
巳
年
四
月
初
三
日鄭

仁
瑞紐
春
杉

0
明
治
二
年
巳
七
月
二
十
八
日

八
闘
會
所
総
理

と
あ
り
、
特
に
八
閾
會
所
総
理
の
日
本
語
訳
の
和
解
に
は
「
八
闘
會
所
総
代
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
書
類
に
は
次
の
よ
う
に

鄭
仁
瑞

鉦
春
杉

ら
十
二
月
ま
で
慶
応
年
号
を
使
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

稟

総

管

鄭

仁

瑞

印

公

司

紐

春

杉

印

三
七



と
あ
り
、
唐
館
一
番
の
紐
春
杉
と
同
住
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
紐
春
杉
の
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
紐

氏
に
続
い
て
、
慶
応
四
年
に
召
使
い
と
あ
っ
た
呉
徳
順
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

八
閏
會
所
看
守

呉
徳
順

と
あ
り
、
呉
徳
順
が
お
そ
ら
く
鉦
春
杉
の
斡
旋
に
よ
っ
て
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
十
一
年
当
時
に
お
い
て
八
間
會
所
の
看
守
と
な
っ
て
長

鉦
春
杉
は
、
先
に
蘇
州
と
あ
っ
た
が
右
の
戸
籍
簿
か
ら
江
蘇
省
蘇
州
府
長
洲
縣
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
長
崎
唐
人
貿
易
の
中

国
側
荷
主
が
居
住
し
て
い
た
の
も
蘇
州
で
あ
り
、
彼
の
郷
里
で
も
あ
っ
た
。

崎
に
在
留
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

下
等

五
十
八
歳

無
錫
縣

下

等

紐

樹

蘭

姑

紐

氏

五

十

歳

一
番

下
等

鉦
樹
蘭
母
孫
氏
四
十
九
歳

一
番

下
等

紐
樹
蘭

二
十
六
歳
長
洲
縣
師
範

と
あ
り
、
さ
ら
に
続
い
て
同
じ
紐
氏
が
三
名
続
く
。

上
等
紐
春
杉

六
十
七
歳
長
洲
縣

し
て
詳
し
い
記
録
が
「
明
治
十
一
年

〇
巳
十
一
月
初
三
日

〇
巳
十
一
月

〇
已
十
一
月
二
十
九
日

八
間
會
館
総
理

以
上
の
経
過
か
ら
見
て
、
紐
春
杉
は
明
治
二
年
七
月
に
は
八
閲
會
館
総
理
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
彼
の
経
歴
に
関

(41) 

清
民
人
名
戸
籍
簿
」
に
見
ら
れ
る
。
同
簿
に
よ
れ
ば
、

八
閲
會
所
董
事

鄭
仁
瑞

唐

商

程

稼

堂

八
閲
総
管
鄭
仁
瑞

紐
春
杉

五
年
五
月
七
日

闘
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
六
巻
第
一
号

安
政
四
年
四
月
四
日

一
番

安
政
五
年

(
1
8
5
8
)

二
月
八
日

十
善
寺
郷

一
番

三
八



紐春杉の長崎来航から在留表（表 1)

長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
ヘ

（松浦）

西暦 中国暦 日本暦 番船名 入港 日 職名

1845 道光25 弘化2 已一番船 12月11日 財 副 (34歳）

1846 道光26 弘化3 午三番船 6月14日 財 副

1847 道光27 弘化4 午七番船 1月21日 財 副

1850 道光30 嘉永3 戌三番船 12月21日 財 副

1852 咸豊2 嘉永5 子一番船 1月17日 脇船主

1852 咸豊2 嘉永5 子五番船 12月22日 脇船主

1856 咸豊6 安政3 辰一番船 1月16日 脇船主

1857 咸豊7 安政4 巳三番船 2月22日 脇船主

1859 咸豊9 安政6 未一番船 3月15日 脇船主 (48歳）

1861 咸豊11 文久元 未二番船 8月8日給牌 船主• 在館

1868 同治7 慶応4 在館唐人（一番）在住 57歳

1869 同治8 明治2 八閻会所総理

1874 同治13 明治7 八閏会所総理

1875 光緒元 明治8 八閏会所総理

1878 光緒4 明治11 八閲会所董事 67歳

三
九

番
船
主
顧
子
英
、
程
稼
堂
」
と
あ
り
、
こ
の
文
書
よ
り
約
ニ
ヶ
月
前

十
六
の
七
四
の
安
政
四
年
「
閏
五
月
十
七
日
、
長
崎
在
留
唐
船
主
願

て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は

と
こ
ろ
で
、
程
稼
堂
は
最
初
か
ら
こ
の
名
で
長
崎
貿
易
に
関
係
し

（
咸
豊
八
、

一
八
五
八
）
年

し
て
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
そ
れ
以
前
に
長
崎
に
来
航
し
て
い
た
と
考

五
九
）
年
三
月
二
十
七
日
夕
刻
入
津
の
未
三
番
在
留
船
主
、
そ
し
て
、

上
述
の
文
久
元
年
八
月
二
十
九
日
入
津
の
申
一
番
船
在
留
船
主
、
同

年
十
一
月
十
三
日
入
津
の
酉
一
番
船
在
留
船
主
と
い
う
よ
う
に
三
度

知
ら
れ
る
。

『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』

長
崎
奉
行
へ
別
段
荷
渡
仕
役
猶
予
の
件
」
（
二
九
〇
＼
二
九
二
頁
）

の
文
書
中
の
船
主
名
に
は
「
巳
乙
番
船
主
程
稼
棠
、
顧
子
英
、
巳
弐

え
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
程
稼
堂
の
名
は
、
安
政
六
（
咸
豊
九
、
． 

J¥ 

七
月
二
十
九
日
の
夜
、
長
崎
に
入
港
し
た
午
一
番
船
の
在
留
船
主
と

符
留
帳
』
に
見
え
る
最
初
は
、
安
政
五

程
稼
堂
と
い
う
名
が
、
長
崎
貿
易
の
信
牌
の
給
檄
記
録
で
あ
る
『
割

も
う
一
人
い
る
。
そ
れ
は
程
稼
堂
で
あ
る
。

長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
人
物
が

②
唐
船
主
程
稼
堂
か
ら
長
崎
華
商
程
稼
堂



程子延•程稼堂の長崎来航、長崎在留表表 2-
43 

西暦 中国暦 日本暦 干支 長崎来航

1844 道光24弘化01甲辰 辰 1番船財副 (07.13) 辰4番船船主

1845 道光25弘化02乙巳 已1番船船主 (07.11)

1846 道光26弘化03丙午

1847 道光27弘化04丁未 未 1番船船主 (01.05) 未 5番船船主 (11.26)

1848 道光28嘉永01戊申 申1番船在留船主 (07.26)

1849 道光29嘉永02己酉 酉 1番船在留船主 (01.23) 酉4番船在留船主 (06.27)

1850 道光30嘉永03庚戌

1851 咸豊01嘉永04辛亥 辛3番船在留船主（壬子01.01)

1852 咸豊02嘉永05壬子

1853 咸豊03嘉永06癸丑

1854 咸豊04安永01甲寅 寅 2番船財副 (07.27)

1855 咸豊05安永02乙卯

1856 咸豊06安永03丙辰

1857 咸豊07安永04丁巳 巳1番船船主 (02.19) 巳2番船脇船主 (02.22)

1858 咸豊08安永05戊午 午 1番船在留船主 (07.29)

1859 咸豊09安永06己未 未3番船在留船主 (03.27)

1860 咸豊10萬延01庚申 申1番船在留船主（辛酉0829)

1861 咸豊11文久01辛酉 酉 1番船在留船主 (11.13)

1862 同治01文久02壬戌

1863 同治02文久03癸亥

1864 同治03元治01甲子

1865 同治04慶応01乙丑

1866 同治05慶応02丙寅

1867 同治06慶応03丁卯 復興号設立 (01.21) 新地住居 (4月）

1868 同治07明治01 新地住居 (4月）

1869 同治08明治02

闊
西
大
學

『
文
學
論
集
』

第
五
十
六
巻
第

号

四
〇



で
あ
る
。

長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
へ
（
松
浦
）

の
『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
十
五
の
三
二
五
の
安
政
四
年
「
四
月
長
崎
奉
行
達
磨
船
主
へ
代
官
町
年
寄
等
所
望
誂
物
禁
止
の
件
」
（
八

六
九
＼
八
七

0
頁
）
の
船
主
名
に
は
「
巳
乙
番
船
主
程
子
廷
、
顧
子
英
、
巳
弐
番
船
顧
子
英
、
程
子
廷
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
程
稼
堂
と

程
子
延
は
同
じ
船
の
船
主
で
あ
り
、
か
つ
同
姓
で
も
あ
る
の
で
、
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
安
政
四
年
四
月
に
来
航

し
た
程
子
延
が
閏
五
月
十
七
日
ま
で
に
船
主
名
を
改
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
程
稼
堂
は
、
程
子
延
名
の
時
代
の
弘
化
元
（
道
光
二
四
、

四

一
八
六
一
）
年

ま
で
、
数
度
の
長
崎
在
留
を
も
含
め
彼
の
長
崎
来
航
は
約
一
八
年
間
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
間
の
程
稼
堂
の
来
航
を
表
示
し
た
の
が
表
2

程
稼
堂
が
そ
の
家
族
の
長
崎
在
留
を
願
い
出
た
理
由
書
の
漠
文
は
「
清
朝
楔
文
之
写
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
程
稼
堂
が
提

出
し
た
太
平
天
国
風
説
書
の
一
部
で
あ
る
。

絃
為
唐
山
賊
匪
擾
乱
、
蘇
城
失
陥
、
稼
之
妻
子
、
避
乱
逃
難
、
到
此
地
。
因
将
其
情
由
、
陳
干
左
。

今
夏
四
月
初
四
日
、
南
京
逆
匪
園
困
蘇
城
、
縦
火
城
外
民
屋
、
…
…
王
公
両
局
総
以
下
子
商
幣
家
脊
、
各
自
瓦
解
罪
散
、
未
知
流

落
何
地
、
尚
有
各
種
茶
毒
情
況
。
…
…
再
者
同
月
十
四
日
公
局
宏
豊
抵
乍
。
為
因
該
地
土
匪
蜂
起
。
殺
害
鎮
官
、
槍
劫
人
家
。
宏
豊

連
貨
駄
開
逃
至
寧
波
等
云
。
王
局
吉
利
及
吉
隆
両
舟
、
子
今
十
五
日
到
上
海
十
里
外
呉
松
口
、
只
因
上
海
各
行
掩
上
門
戸
、
無
人
接

貨
、
通
船
人
衆
、
迄
今
窮
泊
呉
訟
‘
几
事
如
此
、
将
来
商
情
不
可
知
也
。
且
今
上
海
之
地
、
雖
用
銀
両
、
以
佛
蘭
西
防
堵
賊
擾
、
或

者
批
評
云
。
朝
廷
以
爵
禄
養
官
員
、
尚
且
不
能
臨
難
致
命
、
以
利
相
交
之
人
安
肯
、
興
賊
血
戦
以
保
守
乎
、
殊
非
万
全
之
計
、
誠
恐

節
外
生
枝
、
更
有
甚
焉
者
突
、
危
哉
。
特
此
具
単
用
達
尊
聴
伏
翼
、
電
鑑
是
蒻
。

公
局
在
留
船
主
程
稼
堂

と
あ
り
、
こ
れ
に
は
年
月
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
漠
文
を
、
長
崎
唐
通
事
に
よ
り
和
解
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
長
崎
市

一
八
四
四
）
年
か
ら
文
久
元
（
咸
豊
十
一
、



程
稼
堂

立
博
物
館
蔵
の
「
十
二
家
在
留
船
主
程
稼
堂
願
書
」
で
あ
る
。
こ
の
和
解
の
方
が
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
そ
の

全
文
を
記
し
て
み
る
と
、

此
度
唐
国
賊
乱
の
た
め
蘇
州
落
城
致
し
私
妻
子
供
難
を
避
ケ
、
御
当
地
二
逃
来
候
付
、
右
之
模
様
略
左
二
申
上
候
、

当
夏
四
月
四
日
南
京
之
逆
徒
蘇
州
を
取
巻
城
外
民
家
二
火
を
附
ケ
逆
焙
を
挙
候
処
、
…
…
王
氏
十
二
家
荷
主
始
府
方
一
統
仲
ケ
間

之
家
族
共
何
れ
も
瓦
解
罪
散
し
て
行
方
不
相
分
、
此
外
茶
毒
を
被
り
候
情
景
閑
ニ
モ
不
忍
事
計
二
而
筆
紙
二
難
申
尽
候
者
、
…
…
猶

又
同
月
十
四
日
十
二
家
宏
豊
船
乍
浦
江
着
船
之
処
、
同
所
土
匪
蜂
起
し
鎮
官
を
殺
害
し
人
家
を
槍
劫
致
し
候
付
、
宏
豊
船
ハ
積
荷
之

侭
乗
出
し
寧
波
江
逃
去
候
由
、
王
氏
吉
利
井
吉
隆
船
ハ
同
十
五
日
上
海
拾
里
之
外
呉
松
口
二
着
船
之
処
、
上
海
諸
問
屋
何
れ
も
門
戸

を
閉
、
荷
物
引
請
候
者
も
無
之
候
付
、
一
船
之
人
数
二
今
呉
訟
口
二
滞
船
致
し
居
斯
而
ハ
商
賣
方
も
此
後
如
何
成
致
可
申
哉
、
且
上

海
之
地
ハ
銀
両
を
以
佛
蘭
西
人
江
相
頼
ミ
賊
乱
之
防
禦
致
さ
せ
候
と
い
へ
と
も
爵
禄
を
以
被
養
育
候
官
吏
さ
へ
難
二
臨
ミ
命
を
惜
む

世
態
二
候
得
ハ
、
利
を
以
交
る
外
国
人
共
如
何
し
て
賊
二
向
ひ
血
戦
し
て
可
相
防
哉
、
是
又
万
金
之
計
二
無
之
、
此
上
何
等
之
事
相

起
り
候
哉
も
難
計
、
誠
二
以
危
き
次
第
二
有
之
様
と
評
判
致
し
候
由
二
御
座
候
、
此
段
以
書
付
奉
達

尊
徳
御
明
鑑
、
被
成
下
度
奉
願
侯
、

申
五
月
廿
五
日

十
二
家
在
留
船
主

と
あ
り
、
こ
の
和
解
の
日
付
は
万
延
元
（
庚
申
、
咸
豊
十
、

ん
ど
一
致
す
る
こ
と
か
ら
漢
文
資
料
に
あ
っ
た
日
付
が
写
さ
れ
た
際
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
欠
落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

太
平
軍
の
進
出
に
よ
り
、
蘇
州
一
円
は
混
乱
状
態
に
陥
い
っ
て
、
日
清
貿
易
の
中
国
例
の
荷
主
で
あ
る
王
氏
・
十
二
家
荷
主
や
そ
の
家

族
も
離
散
し
行
方
不
明
の
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
貿
易
の
中
心
地
乍
浦
も
混
乱
し
て
お
り
、
乍
浦
が
属
す
嘉
興
府
は
、
蘇
州

落
城
後
十
三
日
で
太
平
軍
の
進
入
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
、
日
清
貿
易
を
お
こ
な
う
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
程
稼
堂
の

開
酉
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
六
巻
第
一
号

一
八
六
0
)
年
五
月
二
十
五
日
付
で
あ
り
、
先
の
漠
字
資
料
と
内
容
は
ほ
と

四



長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
ヘ

（
松
浦
）

実
上
の
復
興
号
の
経
営
主
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

興
号
」
と
し
て
、
筆
頭
者
に
「
程
稼
堂

五
十
八
オ
」
と
あ
り
、
程
維
賢
の
名
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
慶
応
四
年
以
降
は
程
稼
堂
が
事

か
し
、
翌
慶
応
四

（
明
治
元
、
改
元
は
九
月
、

和
解

と
あ
り
、
慶
応
二
年
に
長
崎
に
渡
来
し
た
程
維
賢
が
輸
出
入
業
の
問
屋
復
興
号
の
開
店
届
を
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
長
崎
県
立
図
書
館

蔵
の
慶
応
三
年
四
月
の
「
新
地
住
居
唐
人
名
前
帳
」
に
は
復
興
号
と
し
て
「
程
維
賢
」
の
次
に
「
程
稼
常
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し

一
八
六
八
）
年
四
月
の
同
図
書
館
蔵
の
「
新
地
住
居
唐
人
名
前
書
」
に
は
「
四
十
九
番
復

彰
城

卯
正
月
廿
一
日

総
商

四

し
か
し
、
程
稼
堂
は
既
に
長
崎
に
在
留
中
で
あ
っ
て
、
諸
々
の
因
難
を
か
か
え
て
い
た
。
そ
の
最
大
は
貿
易
船
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
彼
は
長
崎
に
居
る
た
め
、
唐
船
の
拠
点
で
あ
る
中
国
側
と
連
絡
を
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、

航
が
許
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
る
が
、
眼
前
の
長
崎
港
に
は
多
く
の
外
国
船
が
入
港
し
て
い
る
事
実

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
利
用
を
考
え
る
の
は
当
然
と
言
え
よ
う
。

こ
の
後
、
程
稼
堂
は
長
崎
に
在
留
し
、
中
国
人
の
輸
出
入
業
問
屋
「
復
興
号
」
に
関
係
し
て
い
る
。
「
御
用
留
」
の
中
に
慶
応
三
年
（
一

八
六
七
、
丁
卯
）
正
月
二
十
一
日
付
の
「
唐
人
開
店
届
」
が
あ
り
、

昨
年
始
而
渡
来
仕
候
、
私
知
音
之
程
維
賢
と
申
者
、
此
節
に
お
い
て
商
賣
仕
度
奉
存
候
、
付
て
は
問
屋
号
復
興
号
と
相
唱
へ
、
此
後

荷
物
輸
出
入
之
節
は
、
同
人
よ
り
右
名
前
を
以
御
願
申
上
候
様
仕
度
、
此
段
以
書
付
奉
願
侯
、

家
族
一
同
が
長
崎
に
渡
来
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

圧
循
南(43) 

大
次
郎

日
本
の
和
船
も
海
外
渡



け
る
政
変
に
よ
る
環
境
の
変
化
で
あ
っ
た
。

る
貿
易
形
態
で
あ
っ
た
。

江
戸
初
期
か
ら
長
崎
で
行
わ
れ
た
中
国
貿
易
の
た
め
に
来
航
し
た
中
国
船
の
商
人
等
の
商
業
形
態
は
、
船
舶
の
「
船
主
」
と
し
て
呼
称

さ
れ
た
。
船
主
は
船
舶
の
積
荷
の
全
責
任
を
担
い
、
そ
の
売
買
を
取
り
仕
切
っ
た
、
船
舶
経
営
に
と
っ
て
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
。
船
主

の
取
引
の
差
配
に
よ
っ
て
、
そ
の
利
益
の
多
寡
が
左
右
す
る
と
言
う
、
荷
主
に
と
っ
て
も
、
船
員
に
と
っ
て
も
重
要
な
役
で
あ
っ
た
。
江

戸
時
代
の
長
崎
貿
易
で
は
、
そ
の
船
主
は
長
崎
に
定
住
す
る
こ
と
な
く
、
取
引
が
終
了
す
る
と
来
航
し
た
唐
船
で
帰
国
す
る
の
が
常
で
あ

っ
た
が
、
幕
末
に
な
る
と
毎
回
帰
国
し
な
い
で
、
数
年
に
渉
り
長
崎
の
唐
人
屋
敷
即
ち
唐
館
に
在
留
す
る
者
が
見
ら
れ
た
が
、
長
崎
で
の

そ
の
生
活
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
交
易
の
た
め
に
来
航
し
、
交
易
が
終
了
す
る
と
帰
国
す
る
と
言
う
船
舶
に
よ

そ
の
後
、
明
治
の
開
港
を
経
て
長
崎
の
み
な
ら
ず
神
戸
、
大
阪
、
横
浜
、
函
館
等
の
貿
易
港
を
中
心
に
華
僑
、
華
商
と
呼
称
さ
れ
た
中

国
系
商
人
が
日
本
に
滞
在
し
て
商
業
活
動
に
従
事
す
る
。
そ
の
先
駆
的
な
華
商
の
中
に
江
戸
時
代
の
長
崎
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
中
国
商

人
が
い
た
こ
と
が
先
に
述
べ
た
紐
春
杉
、
程
稼
堂
な
ど
確
認
で
き
る
。
彼
等
が
長
崎
在
留
の
形
態
を
望
ん
だ
最
大
の
理
由
は
、
中
国
に
お

【
附
記
】

本
稿
は
、
二

0
0
六
年
二
月
一
六
日
に
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
第
三
回
研
究
集
会
「
長

崎
と
日
中
文
化
交
流
」
に
お
け
る
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
。

本
稿
は
平
成
一
八
年
度
私
立
大
学
学
術
高
度
化
推
進
事
業
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
情
報
の
発
信
と
受
容
」
（
代
表

3
堕
四
大

学
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
松
浦
章
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

四

小

結

開
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
六
巻
第
一
号

四
四



長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
ヘ

（
松
浦
）

一
九
四
九
年
九
月
、
三
九
二
頁
。

四
五 1

0
五
頁
。

[
註
]
(
l
)
内
田
直
作
『
日
本
華
僑
社
会
の
研
究
』
同
文
館
、

(
2
)
『
日
本
華
僑
社
会
の
研
究
』
三
＼
四
八
頁
。

(
3
)
『
日
本
華
僑
社
会
の
研
究
』
五
一
＼
一
四
二
頁
。

(
4
)
『
日
本
華
僑
社
会
の
研
究
』
一
四
五

i
三
八
0
頁。

(
5
)
菱
谷
武
平
「
長
崎
外
人
居
留
地
に
於
け
る
華
僑
進
出
の
経
緯
に
つ
い
て
」
（
『
長
崎
大
学
社
会
科
学
論
叢
』
第
―
二
号
、
一
九
六
三
年
三
月
）
や
長
田
和

之
「
幕
末
開
港
期
長
崎
に
お
け
る
華
僑
の
流
入
型
態
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
洋
学
史
研
究
』
第
五
号
、
一
九
八
八
年
四
月
）
が
こ
の
問
題
に
考
察
を
加
え
て

い
る
が
、
長
崎
唐
人
貿
易
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
殆
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

(
6
)
蒲
池
典
子
「
明
治
初
期
の
長
崎
華
僑
」
『
お
茶
の
水
史
学
」
第
二

0
号
、
一
九
七
七
年
―
二
月
、
一
＼
一
九
頁
。

(
7
)
陳
東
華
「
長
崎
居
留
地
の
中
国
人
社
会
」
。
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
郷
土
史
料
叢
書
[
四
『
『
幕
末
●
明
治
期
に
お
け
る
長
崎
居
留
地
外
国
人
名
簿
皿
』
、

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
二

0
0
五
年
三
月
、
五
―

o
i
四
九
二
頁
。

(
8
)
斯
波
義
信
「
華
僑
・
華
人
」
、
可
児
弘
明
、
斯
波
義
信
、
塀
仲
勲
編
『
華
僑
・
華
人
事
典
』
、
弘
文
堂
、
二

0
0
二
年
六
月
、

(
9
)
斯
波
義
信
「
華
商
」
、
可
児
弘
明
、
斯
波
義
信
、
湘
仲
勲
編
『
華
僑
・
華
人
事
典
』
、
弘
文
堂
、
一
四
二
頁
。

(10)
『
華
夷
変
態
』
財
団
法
人
東
洋
文
庫
、
上
冊
、
一
九
五
八
年
三
月
、
三

0
九
頁
。

(11)
『
華
夷
変
態
』
中
冊
(
-
九
五
八
年
三
月
）
、

1
3
7
4
頁。

(12)
『
華
夷
変
態
』
上
冊
、
七
ニ
―
頁
。

(13)
『
華
夷
変
態
』
上
冊
、
七
七
八
頁
。

(14)
『
華
夷
変
態
』
上
冊
、
七
九
八

i
七
九
九
頁
。

(15)
『
華
夷
変
態
』
中
冊
‘
―
二
六
八
頁
。

(16)
『
華
夷
変
態
』
中
冊
‘
―
二
六
八
頁
。

(17)
『
華
夷
変
態
』
下
冊
(
-
九
五
九
年
三
月
）
、
二
八
三
二
＼
二
八
三
四
頁
。

(18)
『
宮
中
梢
薙
正
朝
奏
摺
』
第
十
一
輯
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
七
八
年
九
月
、
七
一
頁
。

(19)
『
宮
中
梢
薙
正
朝
奏
摺
』
第
十
一
輯
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
七
一
＼
七
二
頁
。



(20)
『
宮
中
梢
碓
正
朝
奏
摺
』
第
十
一
輯
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
七
二
頁
。

(21)
『
宮
中
梢
薙
正
朝
奏
摺
』
第
十
一
輯
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
四
―
二
頁
。

(22)
『
史
料
旬
刊
』
天
八
六
四
丁
b
、
国
風
出
版
社
、
一
九
七
七
年
六
月
、
四
六
一
頁
。
中
国
第
一
歴
史
梢
案
館
編
『
清
代
中
國
輿
東
南
亜
各
國
開
係
梢
案

史
料
匪
編
』
第
二
冊
（
非
律
賓
巻
）
、
國
際
文
化
出
版
公
司
、
二

0
0
四
年
一
月
、
一
五
五
＼
一
五
八
頁
。

(23)
『
葡
萄
牙
東
波
塔
梢
案
館
蔵
清
代
澳
門
中
文
梢
案
彙
編
』
澳
門
基
金
、
下
冊
、
一
九
九
九
年
―
一
月
、
六
二
四
頁
。

(24)
『
清
代
中
国
輿
東
南
亜
各
国
関
係
梢
案
史
料
匪
編
』
第
一
冊
、
一
九
九
八
年
四
月
、
国
際
文
化
出
版
公
司
、
一
五

0
頁。

(25)
『
清
代
中
国
輿
東
南
亜
各
国
関
係
梢
案
史
料
雁
編
』
第
一
冊
、
一
五
二
頁
。

(26)
『
李
文
忠
公
全
集
』
一
、
文
海
出
版
社
、
一
九
六
五
年
三
月
再
版
、
六
0
0
頁。

(27)
太
平
天
国
歴
史
博
物
館
編
『
呉
照
梢
案
選
編
』
第
七
輯
、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
九
月
、
一
―
四
頁
。

(28)
大
庭
脩
編
『
唐
船
進
港
回
悼
録
島
原
本
唐
人
風
説
書
割
符
留
帳
ー
近
世
日
中
交
渉
資
料
集
ー
』
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
七
四
年
三
月
、

二
五
八
頁
。

(29)
松
浦
章
「
ジ
ャ
ー
デ
イ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
と
日
清
貿
易
ー
＇
文
久
元
年
申
一
番
ラ
ン
シ
フ
ィ
ー
ル
ト
船
の
来
航
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
海
事
史
研
究
』

第
二
五
号
、
一
九
七
五
年
一

0
月。

(30)
『
続
通
信
全
覧
．
類
輯
之
部
』
一
三
、
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
―
一
月
、
六
六
六

i
六
六
七
頁
。

(31)
大
庭
脩
編
著
『
唐
船
進
港
回
悼
録
島
原
本
唐
人
風
説
書
割
符
留
帳
ー
近
世
日
中
交
渉
史
料
集
ー
』
関
西
大
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
七
四
年

三
月
、
二
五
九
頁
。

(32)
『
唐
船
進
港
回
悼
録
島
原
本
唐
人
風
説
書
割
符
留
帳
ー
近
世
日
中
交
渉
史
料
集
ー
』
二
五
五
、
二
五
六
、
二
五
七
二
五
八
、
二
五
九
頁
。

(33)
『
続
通
信
全
覧
．
類
輯
之
部
』
一
三
、
六
六
五
＼
六
六
六
頁
。

(34)
『
夷
匪
入
港
録
』
一
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
一
―

1
0
年
三
月
初
版
、

(35)
長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵
、
図
書
番
号
三
一
六
ー
一
四
外
ー
一
七
〇

(36)
長
峙
県
立
図
書
館
所
蔵
、
図
書
番
号
三
一
六
ー
一
四
外
ー
ニ
四
九

(37)
長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵
、
図
書
番
号
三
一
六
ー
一
四
外
ー
―
―
―
六
三

(38)
長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵
、
図
書
番
号
三
一
六
ー
一
四
ー
五
八

開
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
五
十
六
巻
第
一
号

一
九
六
七
年
八
月
覆
版
、
二
八
六
ー
ニ
八
七
頁
。

四
六



長
崎
唐
船
主
か
ら
長
崎
華
商
ヘ

（
松
浦
）

(39)
大
庭
脩
編
著
『
唐
船
進
港
回
樟
録
島
原
本
唐
人
風
説
書
割
符
留
帳
ー
近
世
日
中
交
渉
史
料
集
ー
』

(40)
長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵
、
囮
書
番
号
三
一
六
ー
一
四
外
ー
一
七

0

(41)
長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵
、
図
書
番
号
―
―
―
―
六
ー
四
三
〇

(42)
松
浦
章
「
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
と
日
清
貿
易
ー
文
久
元
年
申
一
番
ラ
ン
シ
フ
ィ
ー
ル
ト
船
の
来
航
を
め
ぐ
っ
て

二
五
号
、
一
九
七
五
年
一

0
月
、
七

0
頁。

(43)
『
長
崎
幕
末
史
料
大
成
5

開
国
対
策
編
皿
』
二
三
頁
。

―
四
＼
一
六
頁
。

四
七 |

」
『
海
事
史
研
究
』
第


